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圧
縮
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Ｗ
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Ｓ
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発
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川
崎
重
工
業
の
出
力
３
万

級
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
「
Ｌ

Ａ
」
は
高
い
発
電
効
率
と

環
境
負
荷
の
低
減
、
整
備
性

・
耐
久
性
に
優
れ
る
の
が
特

徴
だ
。
中
で
も
世
界
最
高
の

発
電
効
率

％
以
上
は
他
の

競
合
メ
ー
カ
ー
の
性
能
を

凌
駕
す
る
。

り
ょ
う
が

　
出
力
３
万

級
の
ガ
ス

タ
ー
ビ
ン
は
、
重
構
造
型
の

産
業
用
と
航
空
エ
ン
ジ
ン
を

発
電
用
に
し
た
航
空
転
用
が

あ
り
、
国
内
外
の
メ
ー
カ
ー

が
熾
烈
な
開
発
競
争
を
繰
り

れ
つ

し

広
げ
て
い
る
。
Ｌ

Ａ
は
産

業
用
の
特
徴
で
あ
る
整
備
性

・
耐
久
性
と
、
航
転
型
の
効

率
性
の
両
方
の
利
点
を
融
合

し
た
、
新
し
い
タ
イ
プ
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
機
だ
。
笠

正
憲
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
・
機
械

カ
ン
パ
ニ
ー
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
技
術
総

括
部
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
開
発
部

部
長
も
「
競
合
も
多
く
競
争

は
厳
し
い
。
半
面
、
市
場
も

大
き
い
」
と
開
発
の
背
景
を

説
明
す
る
。

　
高
効
率
化
の
カ
ギ
が
圧
縮

機
の
高
圧
力
比
化
だ
。
圧
縮

機
は
燃
焼
に
必
要
な
空
気
を

高
圧
化
す
る
部
品
で
、
ガ
ス

タ
ー
ビ
ン
全
体
の
性
能
を
左

右
す
る
。
高
圧
力
比
化
は
高

効
率
化
に
つ
な
が
る
一
方

で
、
羽
根
の
剥
離
な
ど
の
リ

は
く
り

ス
ク
も
高
ま
る
。
従
来
機
は

圧
縮
機
の
圧
力
比
が

程
度

だ
が
、
Ｌ

Ａ
で
は
こ
れ
を

・
５
ま
で
高
め
た
。

　
高
圧
力
比
化
に
向
け
、
圧

縮
機
で
は
最
適
化
翼
形
状
生

成
ツ
ー
ル
を
導
入
。
翼
設
計

に
最
新
の
解
析
技
術
を
導
入

し
、
全
段
の
解
析
や
段
間
の

マ
ッ
チ
ン
グ
調
整
を
行
っ

た
。
高
圧
力
比
化
と
と
も

に
、
耐
熱
材
料
の
採
用
や
タ

ー
ビ
ン
冷
却
技
術
の
改
良
な

ど
も
組
み
合
わ
せ
た
。

　
開
発
過
程
で
は
実
機
と
同

構
造
の

段
、

％
ス
ケ
ー

ル
モ
デ
ル
の
リ
グ
試
験

全

段
要
素
試
験

を
実
施
。
起

動
特
性
や
段
間
の
マ
ッ
チ
ン

グ
な
ど
を
検
証
し
た
。
圧
縮

機
の
特
性
を
十
分
把
握
で

き
、
翼
列
の
角
度
変
更
な
ど

数
値
解
析
で
詰
め
ら
れ
な
い

解
を
導
き
出
し
た
。
「
限
ら

れ
た
開
発
期
間
で
試
験
機
を

作
る
手
間
も
労
力
も
か
か
っ

た
。
だ
が
圧
縮
機
の
特
性
を

把
握
で
き
た
。
改
良
点
を
生

か
す
こ
と
で
開
発
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
も
維
持
で
き
た
」

笠

部
長

。

　
燃
焼
器
で
は
ド
イ
ツ
の
ア

ー
ヘ
ン
工
科
大
学
で
実
際
の

運
用
時
と
同
圧
力
・
同
温
度

で
の
要
素
試
験
を
実
施
。
ま

た
Ｌ

Ａ
用
に
明
石
工
場

兵
庫
県
明
石
市

内
に
新

た
な
試
験
設
備
を
建
設
し
て

試
験
体
制
も
整
備
し
た
。

　
Ｌ

Ａ
の
特
徴
は
前
段
と

後
段
の
２
軸
構
造
に
あ
る
。

圧
縮
機
と
燃
焼
器
を
備
え
て

高
温
・
高
圧
の
燃
焼
ガ
ス
を

生
成
す
る
ガ
ス
ジ
ェ
ネ
レ
ー

タ
ー
と
、
燃
焼
ガ
ス
か
ら
軸

動
力
を
取
り
出
す
パ
ワ
ー
タ

ー
ビ
ン
で
構
成
。
ガ
ス
ジ
ェ

ネ
レ
ー
タ
ー
に
は
従
来
の
多

段
軸
流
圧
縮
機
の
技
術
や
多

缶
型
燃
焼
器
、
水
平
分
割
構

造
を
踏
襲
。
パ
ワ
ー
タ
ー
ビ

ン
に
は
小
型
機
械
駆
動
用
ガ

ス
タ
ー
ビ
ン
や
国
家
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
し
て
研
究
開
発
し

た
船
舶
用
主
機
、
ス
ー
パ
ー

マ
リ
ン
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

Ｓ

Ｍ
Ｇ
Ｔ

の
実
績
を
生
か
し

た
。
２
軸
構
造
に
よ
り
個
別

の
運
用
が
可
能
。
定
期
整
備

な
ど
交
換
作
業
を
簡
易
化

し
、
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル

分

解
・
点
検
・
修
理

間
隔
の

長
期
化
に
も
つ
な
が
っ
た
。

　
環
境
に
も
配
慮
し
て
い

る
。
高
効
率
化
に
よ
る
二
酸

化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

の
排
出

量
の
削
減
に
加
え
、
最
新
の

低
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
燃
焼
器
に

よ
り
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

窒
素
酸
化
物

Ｎ
Ｏ
Ｘ

以
下
を
実
現
し
た
。

　
Ｌ

Ａ
は
２
０
０
７
年
４

月
に
開
発
に
着
手
、

年

月
に
開
発
を
完
了
。

年
３

月
に
受
注
を
始
め
た
。
高
効

率
性
に
加
え
、
高
い
運
用
性

も
評
価
さ
れ
て
い
る
。
商
用

１
号
機
は

年

月
か
ら
ダ

イ
セ
ル
の
姫
路
製
造
所
網
干

工
場

兵
庫
県
姫
路
市
網
干

区

で
稼
働
を
開
始
。
電
力

と
蒸
気
を
供
給
し
、
運
転
時

間
は
４
０
０
０
時
間
を
超
え

た
。

　
東
日
本
大
震
災
以
降
、
電

力
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方
が
大

き
く
変
わ
っ
た
。
電
力
網
の

主
役
の
一
つ
と
し
て
期
待
さ

れ
る
の
が
分
散
型
電
源
だ
。

既
存
の
大
規
模
発
電
を
ベ
ー

ス
に
し
た
シ
ス
テ
ム
で
は
な

く
、
企
業
や
工
場
、
地
域
社

会
な
ど
需
要
地
近
く
に
中
小

規
模
発
電
設
備
を
設
置
し
、

電
力
を
地
産
地
消
し
て
系

統
電
源
へ
の
相
対
的
な
負
荷

を
低
減
し
、
災
害
に
強
い
電

力
網
を
構
築
す
る
。
電
力
に

加
え
て
熱
利
用
で
省
エ
ネ
化

す
る
ガ
ス
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ

ョ
ン
熱
電
併
給
も
重
要
な

選
択
肢
だ
。
こ
れ
は
国
内
だ

け
で
な
く
、
経
済
成
長
で
電

力
需
要
が
拡
大
す
る
新
興
国

で
も
普
及
が
進
ん
で
い
る
。

　
分
散
型
電
源
の
中
核
と
し

て
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
に
注
目
が

集
ま
っ
て
い
る
。
川
重
は
中

小
型
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
を
独
自

開
発
し
、
高
出
力
化
・
高
効

率
化
を
図
り
な
が
ら
製
品
群

を
充
実
さ
せ
て
き
た
。
１
０

０
０

―
２
０
０
０

級

の
「
Ｍ
１
Ａ
」
、
６
０
０
０

―
８
０
０
０

級
の

「
Ｍ
７
Ａ
」
、
１
万
８
０
０

０

級
の
「
Ｌ

Ａ
」
が

あ
り
、
１
９
７
７
年
に
非
常

用
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
設
備

の
初
号
機
を
納
入
し
た
の
を

皮
切
り
に
１
万
台
以
上
の
納

入
実
績
を
持
つ
。
Ｌ

Ａ
は

中
で
も
最
大
出
力
・
最
高
効

率
の
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
モ
デ

ル
だ
。

　
Ｌ

Ａ
は
コ
ジ
ェ
ネ
シ
ス

テ
ム
で
総
合
効
率
が

％
以

上
、
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
を
組
み

合
わ
せ
た
コ
ン
バ
イ
ン
ド
サ

イ
ク
ル
発
電
で
は
発
電
効
率

％
以
上
を
実
現
し
て
い

る
。
コ
ジ
ェ
ネ
で
は
２
万
８

４
０
０

の
電
力
と
毎
時

・
２

の
蒸
気
を
発
生

し
、
シ
ス
テ
ム
導
入
で
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
化
も
可
能
に
な

る
。
Ｃ
Ｏ
２
削
減
量
は
年
約

万
７
０
０
０

％

減

、
省
エ
ネ
量
は
原
油
換

算
で
年
約
２
万
４
０
０
０

％
減

に
達
す
る
。

今
後
、
３
万

―

万

規
模
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提

案
を
進
め
て
い
く
方
針
だ
。

　
ま
た
応
用
分
野
の
展
開
も

視
野
に
入
れ
る
。
駆
動
部
の

回
転
数
を
変
え
ら
れ
る
２
軸

機
の
特
性
を
生
か
し
、
将
来

的
に
石
油
・
天
然
ガ
ス
関
連

へ
の
機
械
駆
動
分
野
で
の
展

開
を
見
込
ん
で
い
る
。
能
美

伸
一
郎
理
事
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

・
機
械
カ
ン
パ
ニ
ー
エ
ネ
ル

ギ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
本
部

長
は
「
Ｌ

Ａ
を
も
っ
と
魅

力
的
な
商
品
に
す
る
。
応
用

展
開
な
ど
多
様
な
使
い
方
を

提
案
し
て
い
く
」
と
意
気
込

む
。
市
場
へ
の
展
開
を
加
速

し
て
い
く
。

　
２
０
１
２
―

年
の
日
本

カ
ー
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー

に
輝
い
た
マ
ツ
ダ
の
ス
ポ
ー

ツ
多
目
的
車
「
Ｃ
Ｘ
―
５
。

デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン

Ｄ

Ｅ

の
長
所
を
生
か
し
つ
つ

騒
音
や
震
動
を
抑
え
環
境
性

能
を
飛
躍
的
に
高
め
た
。
こ

れ
を
実
現
し
た
Ｄ
Ｅ
「
Ｓ
Ｋ

Ｙ
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
―
Ｄ
」
は
、

「
新
し
い
デ
ィ
ー
ゼ
ル
時
代

の
突
破
口
」
と
高
い
評
価
を

得
た
。
従
来
の
Ｄ
Ｅ
の
概
念

を
覆
す
も
の
と
し
て
、
ガ
ソ

リ
ン
エ
ン
ジ
ン
仕
様
車
と
の

価
格
差
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

全
体
の
７
割
以
上
を
Ｄ
Ｅ
が

占
め
て
い
る
。
Ｄ
Ｅ
仕
様
だ

け
で
年
間
２
万
６
０
０
０
台

以
上
の
実
績
が
あ
り
、
市
場

拡
大
に
貢
献
し
て
い
る
。

　
Ｄ
Ｅ
は
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ

ン
Ｇ
Ｅ
と
比
べ
二
酸
化
炭

素
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
が
少
な

く
、
燃
費
が
良
い
な
ど
の
優

位
性
が
あ
る
も
の
の
、
排
出

ガ
ス
が
汚
く
震
動
や
騒
音
が

大
き
い
な
ど
の
理
由
か
ら
普

及
が
遅
れ
て
い
た
。
特
に
日

本
市
場
で
は
普
及
率
が
１
％

に
も
満
た
な
い
。
し
か
し
欧

州
で
は
ク
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ゼ

ル
の
技
術
向
上
で
、

％
が

Ｄ
Ｅ
と
も
さ
れ
る
。
Ｓ
Ｋ
Ｙ

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
―
Ｄ
は
高
価
な

貴
金
属
触
媒
を
使
う
窒
素
酸

化
物

Ｎ
Ｏ
Ｘ

後
処
理
装

置
な
し
で
、
日
本
の
ポ
ス
ト

新
長
期
規
制
や
欧
州
の
Ｅ
ｕ

ｒ
ｏ
６
と
い
っ
た
厳
し
い
環

境
規
制
に
適
合
し
た
。
後
処

理
な
し
で
適
合
し
て
い
る
の

は
同
社
の
み
と
い
う
。
そ
の

う
え
４

Ｖ
８
Ｇ
Ｅ
並
み
の

最
大
ト
ル
ク
を
実
現
。
し
か

も
１

当
た
り
の
燃
費
は

・
６

と
、
同
ク
ラ
ス
の

Ｇ
Ｅ
と
比
べ
約

％
燃
費
改

善
し
た
。

　
開
発
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の

は
約
７
年
前
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
車

Ｈ
Ｖ

や
電
気
自
動

車

Ｅ
Ｖ

が
エ
コ
カ
ー
と

し
て
の
認
知
度
を
高
め
て
い

た
時
期
に
、
マ
ツ
ダ
は
内
燃

機
関
を
徹
底
的
に
追
求
す
る

「
第
３
の
道
」
を
選
ん
だ
。

開
発
当
初
か
ら
関
わ
る
パ
ワ

ー
ト
レ
イ
ン
開
発
本
部
エ
ン

ジ
ン
性
能
開
発
部
の
中
井
英

二
部
長
は
「
開
発
陣
に
は
Ｄ

Ｅ
の
主
戦
場
た
る
欧
州
の
状

況
が
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
経

営
陣
に
ど
こ
ま
で
通
じ
る
か

不
安
な
面
も
あ
っ
た
」
と
い

う
。
良
さ
は
認
め
て
も
、
日

本
で
の
普
及
率
や
さ
ま
ざ
ま

な
逆
風
を
考
え
れ
ば
踏
み

切
る
に
は
勇
気
が
必
要
だ
っ

た
。
そ
れ
で
も
Ｅ
Ｖ
や
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
で
は
な
く
、
内
燃

機
関
に
経
営
資
源
を
集
中
す

る
こ
と
で
Ｓ
Ｋ
Ｙ
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ

Ｖ
技
術
が
花
開
い
た
。
「
経

営
陣
の
理
解
が
な
け
れ
ば
と

て
も
開
発
で
き
な
か
っ
た
」

と
中
井
部
長
は
振
り
返
る
。

　
ま
ず
、
Ｄ
Ｅ
と
Ｇ
Ｅ
に
分

か
れ
て
い
た
開
発
陣
を
一
本

化
。
相
互
の
意
思
疎
通
を
強

め
た
。
開
発
に
際
し
て
は
内

燃
機
関
の
効
率
改
善
に
は
何

が
必
要
か
を
検
討
。
改
善
に

は
排
出
ガ
ス
中
の
熱
と
し
て

捨
て
ら
れ
る
「
排
気
損
失
、

シ
リ
ン
ダ
ー
か
ら
外
部
に
逃

げ
て
い
く
「
冷
却
損
失
」
、

吸
排
気
の
抵
抗
と
し
て
失
わ

れ
る
「
ポ
ン
プ
損
失
」
、
部

品
の
摩
擦
に
よ
っ
て
失
わ
れ

る
「
機
械
抵
抗
損
失
」
を
低

減
す
る
こ
と
だ
と
結
論
づ
け

た
。
そ
し
て
こ
れ
を
低
減
す

る
に
は
七
つ
の
制
御
因
子
、

す
な
わ
ち
圧
縮
比
　
比
熱

比

　
燃
焼
期
間

　
燃
焼
時

期

　
壁
面
熱
伝
達

　
吸
排

気
行
程
圧
力
差
」
「
機
械
抵

抗
」
を
制
御
す
れ
ば
良
い
こ

と
が
分
か
っ
た
。
そ
し
て
こ

の
因
子
を
理
想
に
近
づ
け
る

に
は
三
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏

む
必
要
が
あ
る
と
判
断
。
第

一
段
階
と
し
て
「
低
圧
縮
比

と
高
効
率
過
給
」
の
組
み
合

わ
せ
か
ら
着
手
し
た
。

　
Ｄ
Ｅ
は
圧
縮
比
が
高
す
ぎ

る
と
燃
焼
室
内
が
高
温
に
な

り
、
空
気
と
燃
料
が
十
分
に

混
ざ
る
前
に
燃
焼
が
始
ま
っ

て
し
ま
う
。
こ
の
た
め
Ｎ
Ｏ

Ｘ
や
す
す
が
発
生
す
る
。
そ

れ
を
避
け
る
た
め
噴
射
の
タ

イ
ミ
ン
グ
を
遅
ら
せ
る
と
、

燃
費
が
落
ち
て
し
ま
う
。
圧

縮
比
を
下
げ
て
上
死
点
で
も

噴
射
す
れ
ば
、
空
気
と
十
分

に
混
ざ
り
合
う
。
Ｎ
Ｏ
Ｘ
や

す
す
の
発
生
が
抑
制
さ
れ
、

高
価
な
後
処
理
シ
ス
テ
ム
が

不
要
に
な
り
、
燃
費
も
向
上

し
た
。
従
来
の
Ｄ
Ｅ
は
圧
縮

比
が

以
上
だ
っ
た
が
、
こ

の
エ
ン
ジ
ン
は
自
動
車
用
Ｄ

Ｅ
と
し
て
は
最
も
低
い

・

０
を
実
現
し
た
。

　
圧
縮
比
を
下
げ
れ
ば
環
境

性
能
上
、
有
効
だ
と
い
う
考

え
方
は
当
時
か
ら
あ
っ
た
が

実
用
化
さ
れ
な
か
っ
た
。
低

温
時
の
始
動
性
に
難
が
あ
り

暖
気
運
転
時
に
失
火
す
る
恐

れ
が
あ
る
た
め
だ
。
そ
こ
で

燃
料
の
噴
射
パ
タ
ー
ン
を
多

彩
化
し
、
１
回
の
燃
焼
で
最

大
９
回
の
燃
料
噴
射
が
可
能

な
イ
ン
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
開
発

し
た
。
さ
ら
に
排
気
弁
を
開

い
て
高
温
の
排
出
ガ
ス
を
シ

リ
ン
ダ
ー
に
戻
す
「
排
気
二

度
開
き
機
構
を
採
用
し
た
。

　
ま
た
大
小
二
つ
の
タ
ー
ボ

チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
を
使
い
分
け

低
回
転
域
で
は
小
さ
な
タ
ー

ビ
ン
で
、
中
回
転
域
で
は
大

小
二
つ
を
制
御
し
て
効
率
良

く
過
給
。
さ
ら
に
高
回
転
域

で
は
大
き
な
タ
ー
ビ
ン
で
多

く
の
空
気
量
を
過
給
で
き
る

仕
組
み
と
し
た
。
こ
の
高
効

率
過
給
と
低
圧
縮
比
と
の
相

乗
効
果
に
よ
っ
て
環
境
性
能

と
Ｄ
Ｅ
本
来
の
力
強
い
走
り

を
両
立
で
き
た
。
メ
リ
ッ
ト

は
ま
だ
あ
る
。
従
来
は
圧
縮

比
が
高
く
最
大
圧
力
値
は
１

８
０
気
圧
に
も
達
す
る
。
よ

っ
て
鋳
鉄
製
の
頑
丈
な
エ
ン

ジ
ン
ブ
ロ
ッ
ク
が
不
可
欠
だ

っ
た
。

ま
で
下
げ
た
こ
と

で
ア
ル
ミ
に
置
き
換
え
る
こ

と
が
で
き
た
。
タ
ー
ボ
チ
ャ

ー
ジ
ャ
ー
は
増
え
た
が
エ
ン

ジ
ン
本
体
の
重
量
は

％
程

度
軽
量
化
で
き
た
と
い
う
。

　
さ
ら
に
Ｄ
Ｅ
の
難
点
だ
っ

た
騒
音
や
震
動
の
問
題
も
解

決
し
た
。
そ
も
そ
も
Ｄ
Ｅ
は

騒
音
が
発
生
し
や
す
く
「
音

と
の
戦
い
」
な
上
、
ア
ル
ミ

化
し
た
こ
と
で
さ
ら
に
増
す

可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
放

射
音
の
周
波
数
を
丹
念
に
調

べ
音
の
発
生
タ
イ
ミ
ン
グ
や

音
域
を
ず
ら
し
た
。
部
品
形

状
や
配
置
を
見
直
し
設
計
に

反
映
。
一
連
の
開
発
に
は
Ｃ

Ａ
Ｅ

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
支

援
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

や

Ｃ
Ｆ
Ｄ

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

に
よ
る
流
体
解
析

な
ど
最

新
ツ
ー
ル
を
活
用
。
実
機
に

よ
る
検
証
頻
度
を
減
ら
し
開

発
期
間
を
短
縮
し
た
。

　
同
社
が
目
指
す
「
理
想
の

燃
焼
」
の
第
一
段
階
は
ク
リ

ア
し
た
。
搭
載
車
の
ヒ
ッ
ト

も
あ
っ
て
「
開
発
担
当
者
は

一
段
と
元
気
に
な
っ
た
」
。

だ
が
、
内
燃
機
関
の
理
想
の

姿
を
完
成
さ
せ
る
に
は
ま
だ

幾
つ
か
の
ハ
ー
ド
ル
が
あ

る
。
そ
れ
で
も
「
目
標
が
は

っ
き
り
し
て
お
り
、
一
丸
に

な
っ
て
い
る
と
、今
後
も
理

想
の
内
燃
機
関
を
目
指
す
。


